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会

津

盆

地

の

修

験

山

伏

に

よ

る

定

期

市

の

市

立

と

そ

の

歴

史

心

理菊

地

失

矛Ij

一
、
仮
設
と
し
て
の
課
題

会
津
盆
地
に
な
け
る
近
世
定
期
市
の
研
究
に
は
、
多
く
の
先
学
の
発
表
が
あ

る
。
長
井
政
太
郎
の
定
期
市
の
起
源
と
市
神
、
豊
田
武
編
の
『
若
松
市
史
』
に
か

け
る
領
国
経
済
圏
と
定
期
市
の
関
係
、
最
近
で
は
丸
井
佳
寿
子
の
定
期
市
の
市

場
網
や
会
津
若
松
藩
の
荷
業
統
制
政
策
や
市
場
統
制
者
と
し
て
の
商
人
司
の
築

国
家
の
性
格
な
ど
の
論
文
が
あ
り
、

ま
た
伊
東

実
の
高
田
町
近
世
定
期
市
の

状
況
と
盛
衰
左
ど
が
あ
る
。
会
津
盆
地
の
近
世
定
期
市
の
諸
問
題
は
と
れ
ら
の

人
々
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
た
。
し
か
し
筆
者
が
会
津
高
岡
町
の
天
野

家
文
書
を
被
見
し
て
、
高
田
定
期
市
と
同
じ
く
す
る
起
源
と
性
格
を
持
ち
、
近

世
に
開
設
さ
れ
た
多
く
の
定
期
市
と
異
念
る
も
の
が
あ
る
と
考
え
、

会
津
盆

地
の
定
期
市
開
設
に
一
つ
の
仮
設
を
た
て
た
。

と
の
地
方
の
定
期
市
は
、
近
世

初
期

K
藩
主
の
許
可
に
よ
っ
て
地
方
知
行
を
持
つ
小
領
主
陀
よ
っ
て
開
設
さ
れ

た
も
の
が
多
い
が
、
そ
の
外
に
さ
ら
に
古
〈
中
世
に
、
熊
野
修
験
山
伏
が
開
設

し
た
定
期
市
も
す
〈
左
〈
念
〈
、
近
世
に
な
げ
る
そ
の
残
存
は
高
田
定
期
市
で

あ
る
と
い
う
と
と
で
あ
る
。

と
の
仮
設
を
証
明
す
る
た
め
に
逆
行
法
を
用
い
て

近
世
初
期
に
さ
か
の
ぼ
り
、
修
験
山
伏
の
市
立
て
の
状
況
と
そ
の
歴
史
心
理

i

当
時
の
山
伏
の
市
立
て
の
原
型
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

近
世
初
期
か
ら
、
築
田
家
は
若
松
城
下
町
に
居
住
す
る
萄
人
司
で
あ
り
、
十
一
口

原
家
は
高
田
に
居
住
す
る
商
人
司
で
あ
り
、
両
者
に
多
く
の
市
場
商
人
が
属
し

て
い
た
。
当
時
の
会
津
盆
地
(
会
津
郡
)
と
そ
の
隣
接
地
方
の
日
市
と
定
期
市

K
、
築
田
組
と
吉
原
組
の
市
場
商
人
が
ど
と
ま
で
勢
力
圏
と
し
て
進
出
し
て
い

た
か
を
見
ょ
う
。
延
宝
三
(
一
六
七
五
)
年
の
文
書
に
よ
れ
ば
、

御
郡
中

日
市
之
分
不
残
築
田
組
手
遊
仲
ヶ
間
ノ
頭

見
世
両
行
ニ
罷
有

候

土
口
原
組
方
々
へ
罷
出
候
儀

何
方

日
一
一
ア
モ

築
田
組

之
末

指
置

申
イ侯 十
?入
〈シ九
ケ

年
以
来

罷
出
候
得
共

延
宝
三
年
よ
り
十
八
九
年
と
い
え
ば
万
治
一

π
(
一
六
五
八
)
年
に
当
る
が
、
会

津
盆
地
の
日
市
に
な
い
て
、
築
国
家
に
属
す
る
市
場
商
人
(
手
遊
仲
ケ
問
)
が

市
場
街
路
の
両
側
に
並
び
、

か
っ
見
世
頭
を
出
し
、
そ
の
末
席
に
吉
原
組
の
市
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場
商
人
が
並
ぶ
よ
う
左
庖
願
序
と
一
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
日
市
の
開
設
地
は

若
松
城
下
町
を
は
じ
め
、
石
塚
・
羽
黒
山
二
滝
沢
・
広
口
寺
・
天
屋
・
勝
堂
寺
・

猪
苗
代
・
漆
な
ど
の
社
寺
の
縁
市
で
あ
っ
た
。
会
津
盆
地
の
隣
接
地
方
陀
hv
い

て
は
、
築
田
組
の
市
場
商
人
と
地
元
の
市
場
商
人
の
み
で
あ
り
、
も
は
や
吉
原

組
の
勢
力
圏
で
は
左
か
っ
た
。
そ
れ
ら
の
日
市
は
米
沢
盆
地
の
米
沢
・
さ
き
の

で
る
h
y
、
他
道
(
中
通
り
)

で
は
川
俣
・
須
賀
川
・
三
春
・
二
本
松
・
福
島
・

瀬
上
・
棚
倉
で
あ
り
、

ま
た
浜
通
り
で
は
岩
城
城
下
町
・
相
馬
・
竜
島
・
仙
台

国
分
左
ど
で
あ
っ
た
。

定
期
市
に
あ
っ
て
は
、
会
津
盆
地

k

b
い
て
、
若
松
城
下
町
に
六
斉
市
が
=
一

町
に
あ
り
、
そ
の
他
に
熊
倉
・
小
荒
井
・
大
八
郷
・
野
沢
原
町
・
小
田
付
・
中

田
付
・
塩
川
・
青
木
・
坂
下
・
田
島
・
古
町
、
西
勝
・
横
田
や
高
田
に
あ
っ
た
。

こ
の
う
ち
高
田
市
を
除
い
て
、
見
世
が
街
路
に
二
列
に
並
び
、

一
一
列
に
は
築
田
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組
、
他
の
一
列
に
は
吉
原
組
が
並
び
、
築
田
組
か
ら
見
世
頭
を
出
し
だ
。
、
し
か

し
高
田
市
だ
け
は
と
れ
ら
の
定
期
市
と
は
異
在
っ
て
い
た
。

商
人
槻
子
居
様

先
年
築
田
士
口
原
見
世
訴
論
之
時

築
田
方
士
口
一
原
方
と
云

御
裁
許
落
者

其
外
之
市
場
ハ
築
田

方
見
世
頭

被
{fP 高
付田
候士村
こ乙之
事

てと
ロ

原

方
見
世
頭

居

高
田
定
期
市
の
み
に
な
い
て
、
士
口
原
組
が
見
世
頭
を
見
す
こ
と
に
決
定
さ
れ
た
。

定
期
市
に
な
い
て
築
田
組
が
見
世
頭
を
出
し
て
い
た
土
地
を
会
津
盆
地
の
隣
接

地
方
に
あ
げ
れ
ば
、
近
世
前
期
に
な
い
て
、

三
春
城
下
町
・
須
賀
川
・
白
河
城

下
町
・
二
本
松
城
下
町
・
一
冗
宮
・
郡
山
・
入
町

g
・
福
島
・
保
原
、
な
ど
の
中
通

り
と
、
下
野
固
に
な
い
て
日
光
・
宇
都
宮
・
奈
須
・
黒
羽
・
佐
久
間
・
大
田
原

h
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に
ま
で
な
よ
ん
で
い
た

前
掲
の
古
文
書
引
用
の
訴
論
と
は
寛
文
五

(
一
六
六
五
)
年
で
あ
っ
た
。
と

の
と
ろ
築
田
組
が
会
津
盆
地
各
地
の
定
期
市
に
な
い
て
商
人
頭
を
出
し
て
吉
原

組
を
圧
迫
し
た
。
高
田
定
期
市
に
な
い
て
も
同
様
に
し
よ
う
と
す
る
と
と
か
ら

ζ

の
係
争
問
題
が
発
生
し
た
。
そ
れ
は
寛
永
二
十
(
一
六
四
三
)
年
に
保
科
氏

が
会
津
二
十
五
万
石
の
領
主
と
左
打
J

、
寛
文
・
延
宝
に
か
け
て
藩
政
確
立
の
一

環
と
し
て
商
業
・
流
通
の
箇
陀
な
い
て
も
領
内
の
中
央
集
権
化
を
な
し
す
す
め

た
。
こ
の
と
き
若
松
城
下
町
に
居
住
す
る
築
田
家
を
藩
領
の
商
人
司
に
認
め
て

藩
領
全
体
の
市
場
商
人
を
統
制
し
広
う
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
築
国
家
・
吉
原

家
の
係
争
問
題
の
裁
許

K
な
い
て
、
藩
庁
は
築
田
家
が
提
出
す
る
証
拠
文
書
を

吋
門
司
一

と
り
あ
げ
て
士
口
原
家
の
提
出
す
る
証
拠
文
書
を
徹
底
し
て
却
下
し
た
Q

近
世
初
期
日
札
会
津
と
そ
の
隣
接
地
方
に
な
け
る
領
主
の
交
替
は
め
ま
ぐ
る
し

か
っ
た
。
鎌
倉
時
代
か
ら
約
四

O
O年
に
会
津
・
中
通
り
・
浜
通
り
を
支
配
し

て
き
た
芦
名
氏
は
、

天
正
十
七
(
'
一
五
八
九
)
年
に
伊
達
政
宗

K
滅
ほ
さ
れ
て

か
ら
大
変
化
.
同
生
じ
た
。
伊
達
氏
(
十
大
正
十
七

1
同
十
八
年
)
、
蒲
生
氏
(
天
-

正
十
八
年

1
慶
長
三
年
)
、
.
上
杉
氏
(
慶
長
三
年
l
同
五
年
)
、
ふ
た
た
び
蒲

加
藤
氏
(
寛
永
田
年

l
同
二
十
年
)
と
約

生
氏
(
慶
長
六
年

i
寛
永
四
年
)
、

五
十
年
間
に
領
主
は
か
く
も
十
交
替
し
た
。
察
国
家
が
商
人
司
に
任
じ
ら
れ
た
の

は
芦
名
氏
時
代
で
あ
h
ノ
、
前
述
の
広
範
囲
に
わ
た
る
各
地
の
定
期
市
の
荷
人
司

と
し
て
の
証
拠
文
書
に
は
芦
名
氏
の
名
判
が
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
吉
原
家
が
提
出
し
た
証
拠
文
書
は
領
主
の
名
判
が
左
い
古
い
修
験
山
伏
の

古
文
書
で
る
っ
た
と
と
が
、
士
口
原
家
に
不
利
在
裁
許
と
在
っ
た
。

ζ

と
で
注
目

す
べ
き
二
点
が
あ
る
。
第
一
陀
築
田
家
の
商
人
司
の
地
位
は
、
領
主
が
交
替
し

て
も
新
領
主
は
従
来
通
り
に
と
れ
を
承
認
し
て
い
〈
ζ

と
で
あ
h
J
、

そ
れ
ほ
ど

K
築
田
家
は
政
治
的
権
力
と
密
着
し
て
い
た
と
と
で
あ
る
。
第
二
に
士
口
原
家
は

色
る
せ
た
宗
教
的
勢
力
に
頼
る
が
、
保
科
氏
時
代
の
高
業
上
の
中
央
集
権
化
が

-2ー

進
め
ら
れ
る
時
期
に
な
い
て
、
吉
原
氏
が
根
拠
地
と
す
る
高
固
定
期
市

k

b
い

て
の
み
商
人
司
と
し
て
の
地
位
を
藩
主
も
認
め
ざ
る
を
え
左
い
歴
史
的
事
実
が

る
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
と
と
で
あ
る
。

三
、
在
方
町
一
高
田
と
高
田
定
期
市
の
復
原

近
世
の
高
田
村
は
越
後
街
道
(
今
市
街
道
)
に
街
村
形
態
を
な
し
、
村
高
二

三
五

O
石
(
田
約
一
五
六
町
歩
、
畑
約
八
九
町
歩
)
の
大
集
落
で
免
パ
ァ
一
分

を
課
せ
ら
れ
、
ふ
つ
う
の
農
村
の
免
が
五
ァ

l
六
ッ
に
〈
ら
べ
て
高
か
っ
た
。

と
れ
は
農
村
で
あ
る
上
に
定
期
市
や
宿
場
町
を
兼
ね
て
い
た
の
で
、
村
高
の
免

は
「
か
ぶ
せ
盛
」
の
石
盛
を
つ
け
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
享
和
三
(
一
八

O
三
)

年
の
編
著
の
「
新
篇
会
津
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
、
高
田
村
は
「
家
数
二
百
四
十
八
軒

-
:
南
の
端
を
上
丁

次
を
中
丁

中
程
に
少
し
東
に
折
る
所

末
を
下
丁
と
一
玄



あ
り
」
と
記
し
て
、
街
村
が
折
れ
曲
っ
て
い
る
こ
と
を
注
意
し
て
い
る
。
さ
か

の
ぼ
っ
て
寛
永
五
(
一
六
六
五
)
年
警
の
高
田
組
郷
村
土
地
帳
に
よ
っ
て
足
れ

ば
、
高
田
村
は
「
家
数
三
百
六
軒

四
時
三
百
九
十
二

男
九
百
九
十
三
人

罵
九
十
九
匹
」
と
あ
J

る
。
宝
暦
五
(
一
七
五
五
)
年
陀
郷
頭

か
ら
藩
庁
に
衰
え
た
定
期
市
の
振
興
願
を
提
出
し
て

h

る
か
ら
、
高
田
村
が
在

八
百
四
十
四
人

方
町
と
し
て
も
っ
と
も
発
達
し
た
の
は
寛
文
期
で
あ
り
、
中
期
か
ら
街
村
の
家

数
も
減
少
し
定
期
市
も
衰
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

ζ

の
主
因
は
多
〈
の
人
は
城
下

町
の
築
団
組
陀
よ
る
圧
迫
の
み
を
強
調
し
て
い
る
が
、
隣
村
の
天
領
の
、
水
井
野

村
に
定
期
市
が
盛
ん
に
4

な
っ
た
と
と
を
も
考
え
な
け
れ
ば
左
ら
左
い
。

(
6
)
 

桜
農
梁
村
市
の
巻
]
に
よ
れ
ば
高
田
定
期
市
の
盛
ん
左
こ
ろ
の
状
況
が
記
さ
れ

て
い
る
。六斎

市
立
{
疋

当
村
を
上
中
下
と
三
町
に
分
け

上
町
四
日
十
八
日

町
八
日
廿
四
日

棚
は
南
北
へ
二
行
に
置

南
の
方

下
町
十
四
日
サ
八
日

見
世
頭
と
定

商
人
槻
に
居
様
之
願

片
行
之
頭
ハ

番

小
間
物

番

塩
肴
之
類

番

木
綿

二
番

茶

番

古
着

と
さ

笠

番

四
番

雑
穀

右
之
外

諸
品
商
物
南
之
方
江
置

毎
月
東
西
へ
万
人
々
打

但
棚
之
打
様

市
場
江
出
ル
諸
品
売
物

正
月
よ
り
三
月
ま
で

炭
薪

n 
松

縄
荏

馬
之
喰

四
月
五
月
中
は

里
芋

蓑
笠
鍬

種
子

竹
子

内ノ
H

と

わ
ら
び

八
九
月
中
は

真
綿
少
々

柄
麻

山
は
ぎ

小
柱
ほ
け
擢
磨

十
月
よ
り
極
月
迄

う
す
杵

手
洗

編
菜

万
穀
物

馬
の
は
み

と
れ
ら
は
市
場
商
人
の
商
品
や
近
く
の
農
民
か
ら
の
商
品
で
あ
る
が
、
吉
岡
田
在

方
町
の
萄
人
も
六
斎
市
に
参
加
し
た
。
宝
暦
五
年
の
定
期
市
振
興
願
の
中
に
、

女

高
田
村
上
中
下
三
町
之
者
共

市
場
之
定
例
を
相
守

市
場
ニ
無
之
場
所

之
者
共
ハ

定
之
市
場
へ
持
出
可
致
商
売
侯
事

者
売
之
品
々

と
あ
る
。
定
期
市
の
晃
世
は
見
世
賃
げ
仏
大
小
の
金
額
の
ち
が
い
が
あ
る
が
、
十
団

人
司
の
士
口
原
家
に
上
納
し
、
吉
原
家
か
ら
濠
の
代
古
口
と
郷
頭
に
若
干
ず
つ
上
納

さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
高
田
村
民
は
在
方
町
の
布
団
人
と
し
て
営
業
を
行
い
、
{
疋

期
市
に
も
参
加
し
、
他
方
陀
は
村
高
の
耕
地
で
農
業
を
し
て
年
貢
を
納
め
売
り
、

宿
場
町
と
し
て
旅
館
営
業
を
し
た
り
、
物
資
運
送
の
駄
賃
稼
ぎ
を
し
て
い
た
。

高
田
村
の
街
村
形
態
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
初
期
形
意
を
考
え
よ
う
。
吉
岡
田
組
郷

村
土
地
帳
陀
は
、
電
文
期
の
高
回
村
は
上
町
・
中
町
・
下
町
の
三
町
で
あ
る
と

中

記
し
て
い
る
が
、
桜
農
架
村
中
之
巻
に
電
文
期
以
前
の
高
田
村
古
図
を
示
し
て

-3-

一
町
の
境
界
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

此
村
家
数
二
百
窯

東
西
二
町
十
四
間

南
北
十
五
町
五
十
四
間

南
端

ヲ
上
町
ト
シ

末
「
ヴ
下
町
ト
一
云

中
程
ニ
少
ツ
折
レ
タ
ル
所
ア

次
フ
中
町

此
折
レ
迄
古
代
中
町
ナ
リ

押
ナ
ペ
テ
下
町
ト
唱
フ

新
町
七
十
二
軒

今
ハ
新
町
ト
一
玄
フ
者
ナ
シ

図
ー
は
明
治
初
期
の
高
田
村
街
村
の
土
地
割
図
で
あ
る
。
寛
文
期
以
前
か

ら
近
世
初
期
に
は
、

下
町
(
新
町
)
は
い
ま
だ
な
く
、
街
村
は
中
程
の
折
れ
曲

図

1

K
沿
い
て
南
端
の
、
永
井
野
村
境
か
ら
郡
役
所
通

っ
た
所
で
終
っ
て
い
た
。

り
ま
で
上
町
で
あ
h
ノ
、
郡
役
所
通
h
ノ
か
ら
街
路
屈
曲
点
ま
で
下
町
で
る
り
、
桜

農
架
の
い
う
古
代
中
町

K
当
る
。
つ
ま
り
近
世
初
期
と
ろ
に
は
上
町
と
下
町
の

二
町
で
あ
っ
た
が
、
近
世
前
期
陀
新
町
が
そ
の
南
端
に
発
達
し
た
の
で
、
下
町

が
中
町
(
古
代
中
町
)
と
左
h
J
、
新
町
が
下
町
と
よ
ば
れ
て
三
町
と
な
っ
た
と



考
え
ら
れ
る
。
集
落
形
態
と
し
て
と
と
ま

で
は
さ
か
の
ぼ
る
と
と
が
で
き
る
。
と
の

外
K
集
落
機
能
と
し
て
さ
か
の
ぼ
る
資
料

が
残
っ
て
い
る
。

高
田
村
郷
頭
の
若
で
あ
る
『
高
田
徴
古
録
』

R

K
戦
国
時
代
の
高
田
村
の
起
源
を
考
え
る

貸
料
が
あ
る
。

村
の
西
二
町
二
古
館
跡
ア
リ

町

図
面
ニ
土
居
濠
ノ
形
残
レ
リ

新
篇
風
土
記
二
払
口
寺
村
八
幡
社
長
帳
ニ

文
明
十
一
年
五
月
二
十
七
日
高
田
館
落

(
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戦
死
ノ
者
有
シ
由
ヲ
載
ス

チ
『
高
田
徴
古
録
』
に
よ
れ
ば
、
一
説
に
は
高
田

館
の
落
城
は
文
明
十
一

と
も
記
し
て
あ
る
が
、
と
の
館
主
は
小
俣

(
一
四
八

O
)
年

右
京
大
夫
幸
高
と
い
い
、

そ
の
領
土
は
高

田
郷
・
小
俣
郷
・
金
山
谷
郷
左
ど
会
津
郡

の
南
部
か
ら
下
野
固
に
ま
で
ひ
ろ
が
っ
て

い
た
と
い
う
。
戦
国
大
名
の
小
俣
氏
は
若

松
城
主
の
芦
名
盛
高
に
亡
ほ
さ
れ
た
。
古
同

田
は
戦
国
時
代
に
高
田
館
と
定
期
市
が
結

合
し
た
中
世
末
の
初
期
城
下
町
と
し
て
の

機
能
を
持
っ
て
い
た
。
小
俣
氏
の
領
土
の

各
地
に
は
定
期
市
が
高
田
以
外
陀
も
開
設

方

~. 翌:100 
4 !笠100 

会津高田町の土地割(明治初期)

さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
定
期
市
の
市
場
商
人
を
支
配
し
た
商
人

司
は
高
田
市
を
管
理
し
た
吉
原
家
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
近
世

前
期
ま
で
土
口
原
家
は
若
松
城
下
町
の
商
人
司
で
あ
っ
た
築
田
家
と
対
抗
し
て
、

会
津
盆
地
の
各
地
の
日
市
や
定
期
市
に
吉
原
家
に
属
す
る
市
場
萄
人
を
進
出
さ

せ
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
小
俣
氏
が
芦
名
氏
陀
亡
ぼ
さ
れ
、
小
俣
氏
の
領

土
が
芦
名
氏
の
領
土
陀
編
入
さ
れ
る
と
、
若
松
城
下
町
の
商
人
司
の
築
田
家
が

と
の
新
領
土
の
定
期
市
に
ま
で
薦
人
司
と
し
て
勢
力
商
を
拡
大
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
中
で
吉
原
家
が
根
拠
地
と
す
る
高
田
市
だ
け
が
吉
原
家
の
商
人
司

と
し
て
の
地
位
だ
け
を
よ
う
や
〈
確
保
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

四
、
商
人
司
と
し
て
の
吉
原
家
の
由
来

士
口
原
家
と
は
何
者
か
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
『
新
篇
会
津
風
土
記
』
の
大
沼
郡
高

-4一

田
村
の
条
に
、
享
和
二
年
こ
ろ
の
吉
原
家
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

吉
原
源
之
豆
町

世
々
此
地
ニ
住
シ
テ
先
祖
ヨ
リ
商
人
ノ
司
ヲ
動
シ
ト
云

昔
ハ
吉
原
ヲ
義

図1

原
ニ
作
レ
リ

此
村
ノ
長
光
寺
モ
文
安
年
中
彼
カ
先
祖
右
京
義
一

π建
立
セ
シ

ト
ソ

今
猶
毎
年
正
月
十
四
日
ニ
ハ

市
祭

家
ノ
前
ニ
市
神
ノ
仮
雇
ヲ
作

ア
行
ヒ

同
廿
日
ニ
ハ
組
子
ノ
商
人
ヲ
集
メ

士
臼
ヨ
リ
ノ
ナ
ラ

酒
饗
ア
リ

ハ
シ
ト
一
玄

現
在
も
高
田
町
に
長
光
寺
が
あ
り
、
吉
原
家
の
墓
が
並
ん
で
い
る
が
、
吉
原
家

は
現
存
し
て
い
左
い
。
『
新
篇
会
津
風
土
記
」

K
は
士
口
原
家
の
「
連
釈
頭
〈
高
人
司
〉

仲
間
之
定
」
と
い
う
古
文
書
(
一
冗
和
九
年
と
明
暦
三
年
の
二
通
)
が
掲
載
し
て

あ
る
。
そ
の
仲
間
と
い
う
市
場
商
人
の
出
身
地
は
高
田
町
よ
り
南
部
の
天
領
と

在
っ
た
南
山
地
方
の
数
村
を
記
入
し
て
い
る
。



桜
曲
演
菜
市
之
巻
に
は
吉
原
家
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

当
村
ニ
払
戸
義
原
ト
云
者
有
リ

是
者
天
下
ニ
六
人
之
商
人
司

其
内
ノ

一
人
也

天
下
六
人
の
商
人
司
に
つ
い
て
は
、
高
間
組
郷
村
土
地
帳
に
士
口
原
字
右
衛
門
義

そ
の
中
に
次
の
よ
う
陀
数
え
あ
げ
て
い
る
。

次
の
名
判
の
古
文
書
を
掲
げ
、

下
野
国
宇
都
宮
ノ
貞
林

越
後
国
ノ
義
井

最
住
東
国

当
所
ノ
義
原

残
ル
三
人

難
俳
但
西
国

未
聞
其
住
所
分
明

愛
称
熊
野
権
現
之
印
文
一

軸
書
有
之

こ
の
う
ち
宇
都
宮
の
貞
林
家
は
近
世
前
期

K
実
在
し
て
い
た
。
声
名
盛
高
が
小

俣
氏
を
亡
ぼ
し
て
、
領
土
を
下
野
国
に
拡
張
し
た
と
き
、
築
田
家
は
諸
国
高
人

の
交
通

K
つ
い
て
宇
都
宮
の
商
人
司
の
貞
林
家
と
交
渉
し
た
古
文
書
を
、
寛
文

五
年
の
築
田
家
・
吉
原
家
の
係
争
陀
築
田
家
か
ら
藩
庁
に
提
出
し
た
「
当
所
商

{

ウ

d

}

人
他
国
之
商
人
諸
事
出
入
築
田
代
々
策
配
埼
明
申
覚
」
干
の
中
に
ふ
〈
ま
れ
て

い
た
。
士
口
原
家
が
天
下
六
人
の
商
人
司
の
一
人
で
あ
り
、
熊
野
権
現
之
法
印
一

軸
之
書
を
所
蔵
し
て
い
た
と
と
は
、
高
田
組
郷
村
土
地
帳

K
記
さ
れ
て
い
る

「
高
田
村
払
戸
吉
原
家
由
来
」
に
よ
れ
ば
、
熊
野
権
現
の
六
人
の
臣
に
し
て
、

そ
の
六
人
と
は
酒
歳
・
長
命
・
野
々
河
・
麻
薬
・
蔵
津
と
払
戸
で
あ
り
、
そ
の

う
ち
の
払
戸
が
士
口
原
家
の
始
祖
で
あ
る
と
記
載
し
て
い
る
。
と
の
点
か
ら
払
戸

吉
原
家
は
熊
野
山
系
統
の
修
験
山
伏
の
出
身
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
当
時
の
士
口

原
家
が
所
蔵
し
て
い
た
熊
野
権
現
法
印
一
一
軸
之
書
と
は
後
述
す
る
「
連
釈
之
大

事
」
と
い
う
古
文
書
で
あ
ろ
う
。

吉
原
家
が
高
田
村
に
居
住
し
た
の
は
何
時
ζ

ろ
か
ら
か
不
明
で
あ
る
。
し
か

し
文
安
(
一
四
四
四

1
一
四
四
八
)
年
間
に
先
祖
の
一
人
が
長
光
寺
を
建
立
し
て

い
る
か
ら
、
文
安
以
前
か
ら
で
あ
る
と
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
士
口
原
家
は
高

回
舘
の
城
主
で
あ
っ
た
小
俣
氏
の
許
可
を
得
て
、
高
田
村
を
は
じ
め
、
小
俣
氏

の
領
土
内
の
各
地
に
定
期
市
を
開
設
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
定
期
市
は
近
世

の
開
設
に
よ
る
も
の
と
は
異
な

h
、
修
験
山
伏
の
市
立
て
方
式
陀
よ
っ
て
行
わ

れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
連
釈
之
大
事
」
に
述
べ
て
い
る
市
立
て

方
式
は
、
中
世
の
修
験
山
伏
を
商
人
司
と
す
る
定
期
市
の
形
態
や
市
場
法
度
の

原
型
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

五
、
修
験
山
伏
に
よ
る
市
立
て
に
つ
い
て
の
考
え
方

天
野
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
熊
野
権
現
法
印
文
一
軸
之
書
で
あ
る
「
連
釈
之
大

事
」
は
長
文
で
あ
る
。
し
か
し
日
本
の
ど
と
か
で
修
験
山
伏
を
商
人
司
と
し
た

定
期
市
が
あ
っ
た
と
す
る
左
ら
ば
、
今
後
の
そ
の
研
究
の
参
考
に
も
左
る
と
思

わ
れ
る
か
ら
、

あ
え
て
全
文
を
記
載
す
る
と
と
を
許
さ
れ
た
い

(
8
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連
釈
之
大
事
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国
相
伝
之
事

天
笠
一
一
一
ア
ハ
本
釈
ト
名
付
ク

三
蔵
法
師
ノ
玄
券
大
般
若
経
セ
ヲ
イ
給
フ
ニ

依
テ
大
般
若
経
ノ
箱
ノ
緒
也

唐
土
ニ
テ
ハ
別
釈
ト
云

大
乗
妙
典
ノ
箱
ノ

緒
ハ
之
也

日
本
ニ
テ
ハ
連
釈
ト
一
文
フ
事
ハ

伊
勢
天
照
大
神
天
逆
鉾
ノ
緒

一
メ
サ
レ
タ
リ

其
後
例
土
口
キ
鐙
ニ
連
釈
ト
名
付
タ
ル
ト
一
玄

亦
ハ
ヲ
イ
ノ

肩
ヲ
ト
キ
渡
シ
絵
ヒ
ケ
ル
故
ニ
其
名
ヲ
カ
タ
チ
ト
一
玄
也

熊
野
権
現
之
御
本
地
ヲ
委
奉
尋
ル

仏
生
国
摩
詞
陀
国
ノ
中
十
二
域

呂
ノ
波
羅
祭
城
之
帝
ニ
テ
御
座
ス
也

済
度
セ
ン
ト
テ

難
然
モ
東
方
大
日
本
国
之
衆
生
ヲ

日
本
国
ヱ
御
下
向
ア
y

テ
熊
野
権
現
ト
顕
レ
給
フ
也

日
本
人
王
十
二
代
之
景
行
天
王
ノ
御
字
ト
一
玄

熊
野
権
現
御
供
之
人
数
之
事



須
歳

長
命

払
戸

野
々
河

下
テ
市
町
ヲ
立
始
給
フ
也

一
、
日
本
エ
町
立
始
マ
ル
事
ハ

斉
ノ
市
ハ
之
人
ノ
司
ナ
ル
カ
故
也

一
、
日
本
闇
之
始
マ
ル
時
ハ

顕
レ
給
フ

浅
波

蔵
主

以
上
六
人
此
人
ニ
日
本
へ

和
泉
ノ
堺
之
花
香
町
ヲ
立
始
ト
云
也

連
釈
ヲ
始
メ
玉
フ
也

橋
無
河
ニ
ハ
橋
フ
カ
ケ

舟
ヲ
作
リ
浮
べ
テ

--'-
ノ、

南
方
エ
向
テ
居
給
フ
時
ヤ

三
千
八
品
ノ
売
物
質
物
四
十
四
流
ノ
ミ
セ
ノ
物

遠
ク
ノ
人
ハ
開
テ
ノ
悦
ヒ

寿
命
長
遠

下
泰
平
国
土
安
穏
富
貴
万
福

宿
ノ
方
々

日
本
国
三
関
之
事

白
川
三
所
ノ
関

一
、
三
渡
之
事

相
坂
ノ
関

住
吉
之
明
神
ト

ロ
カ
イ
ノ
ヲ
ヨ
プ
程

此
ヨ
リ
東
ニ
下
リ
テ
ハ
駒
ノ
ヒ
ヅ
メ
ノ
ヲ
ヨ
プ
タ
ケ

橋
ノ
ヲ
ヨ
パ
ヌ
川
ニ
ハ

浜
之
事

四
ク
浜
ノ
事

和
泉
ノ
堺
ハ
マ

奥
州
ノ
ソ
ト
ノ
ハ
マ
ト
云
鎌
倉
ノ
ユ
イ
ガ
浜

若
狭
ノ
ヲ
ハ
マ

津
之
事

重
テ
可
尋
伊
勢
ノ
ア
ナ
津
ト
云
也

サ
ツ
マ
の
坊
ノ
津

連
釈
次
第
之
事

海

セ
ヲ
イ
カ
ツ
ギ
申
ス
事

東
方
作
が
九
千
歳

近
ク
ノ
人
ハ
見
テ
ノ
祝
ヒ

天

赤
間
関
是
也

上
ノ
連
釈
ハ
八
寸
エ
分
ニ
給
フ
ヘ
シ

下
連
釈
へ
七
寸
可
結

亦
上
連
釈
ハ
八
寸
結
ピ

下
ノ
連

釈
ハ
五
寸
八
分
二
可
結

荷
共
々
ニ
ハ
サ
ム
共
不
苦
也

地
頭
検
断
問
所

ウ
ツ
ツ
ラ
ガ
八
万
才

ケ
ン
ゾ
ク
ハ
兄
弟
ノ
如
ク
也

修
験
連
釈
ケ
ン
ゾ
ク
ト
ハ
親
子
兄
弟
ノ
如
シ

修
験
ハ
親

連
釈
ハ
子

連
釈
ヲ
懸
ル
ニ
ハ
相
櫓
袴
着
シ

後
ハ
ム
シ
ロ
ヲ
二
重
折
当
ル
事

ク
台
ヲ
当
ル

其
ノ
名
ヲ
壇
ノ
板
ト
云
也

カ
ニ
軽
ク
ト
モ
振
上
懸
ク
ペ
カ
ラ
ス

フ
リ
ガ
ケ
ニ
ス
ル
ナ
ト
口
伝
可
開
也

商
人
ニ
礼
儀
如
常

修
験
ニ
合
テ
ハ
着
笠
フ
抜
テ
胸
当

一
礼
シ
テ
可
通

若
急
カ
パ

連
釈
法
度
之
事

親
方
ノ
知
ラ
ヌ
間
ハ
前
座
ヲ
不
可
売
事

俣
人
之
弥
ヲ
乞
タ
ル
物
ア
不
可
売
事

呼
売
不
可
仕
事

可
懸
也

其
ノ
故
也

下
ニ
置
ク
時

下
ニ
高

私
之
連
釈
ヲ
懸
ル
荷
物

イ

振
懸
ハ
大
凶
事
也

故
ハ
調
伏
時

在
ニ
フ
ミ
ヨ
ケ
テ
両
足
ヅ
ロ
へ

礼
ト
斗
シ
テ
可
通

能
々
被
伝
可
間
也
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商
物
ヲ
ハ
ク
モ
ン
屋
ニ
テ
売
買
ベ
シ

ミ
セ
縄
引
ズ

初
心
ノ
法
度
ニ
前
紙
ヲ
不
可
敷

サ
ヲ
錬
不
持

余
ノ
ハ
カ
リ
ハ
不
苦
也

千
八
品
ノ
売
物
之
中
ニ
ヒ
ロ
グ
ヌ
物
ニ
ハ
七
尺
ノ
パ
ウ

生
魚
也

其
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ハ
何
モ
ヒ
ロ
グ
ペ
シ

イ
タ
カ
ノ
売
物
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輿

ハ
チ
パ
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ノ
売
物

シ
リ
ガ
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ク
グ
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ノ
売
物

ヲ

サ

ク
シ

虚
モ
僧
ノ
沙
汰
ハ
声
ヲ
立
テ

山
伏
ハ
ニ
ヲ
荷
フ
ベ
カ
ラ
ズ

母
袋
之
事

米

茶

其
余
不
可
売
也

サ
シ

茶
セ
ン

其
余
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可
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也

チ
ヤ
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チ
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余
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可
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物
乞
フ
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カ
ラ
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尺
八
吹
テ
可
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セ
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ク
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ペ
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笠
ハ
衣
那
ヲ
冠
リ

夫
レ
母
袋
ト
者

我
等
母
ノ
胎
内
ニ
有
之
時
ノ
衣
那
也

箕
レ

母
/
食
物
ヲ
除
テ
九
ヶ
月
母
ノ
胎
内
ニ
宿
ル
也

依
テ
母
袋
ノ
中
ニ
入
レ
タ
ル
物
二
役
ハ
無
也

入
レ
叉
物
也

亦
母
袋
ノ
ロ
ヲ
ハ
ヌ
イ
ツ
メ
ヌ
事
ハ

其
レ
ガ
ヒ
ロ
ガ
リ
生
ル
ル
物
也

去
ル
ニ
依
一
ア

ノ
開
エ
ハ
四
十
二
ヒ
ダ
有
之

其
レ
ア
表
ス
ル
也

去
ル
ニ
依
テ
七
尺
ノ
パ
ウ
ア
ハ

我
等
生
ル
ル
時
ハ

母
袋
也

母
沼
モ
筆
数
ハ
同
也

其
レ
ヲ
ヤ
ツ
ツ
テ
用
袋
ト
書
官
ク
也
!
本
字
ハ

結
プ
ニ
習

亦
ハ
母
袋
緒
ハ
我
等
騎
ノ
尾
也

母
袋
ト
ハ
母
ノ
袋
ト
読
ム
物
也

有
之

能
々
口
伝
ス
ペ
シ

先
ワ
以
テ
三
百
六
十
ヒ
ロ
ニ
積
ル
事
ハ

一
年
十
二
月
ヲ

宿
町
ヲ
立
ル
事

一
年
中
ノ

広
サ
ヲ
十
二
ヒ
ロ
ニ
ス
ル
事
ハ

臼
ノ
数
ア
表
ス
ル
也

表
ス
ル
也

上
町
四
十
八
開

下
町
十
二
間

十
間
ト
一
玄
也

合
テ
六
十
間
也

去
ル
程
ニ
ー
宿
ア
六

上
町
四
十
八
間
ハ
阿
弥
陀
ノ
四
十
八
願
ヲ
表
ス
ル
也

下
町
十
二
関
ハ
薬
師
ノ
十
二
大
願
ア
表
ス
ル
也

故
ニ
宿
町
ヲ
立
ル
ニ
ハ
別
而
阿
弥
陀

上
町
四
十
八
間
ノ
ミ
セ
欄
ノ
次
第
ノ
事

須
菜

長
ム
叩

払
戸

野
々
河

麻
薬

と
婦
〈

米

紙

朱

大
豆

鍛

治

ど

き

い
勢
物

番
E 

自
器

物

さ
し
か
き

ち
ゃ
う
ち
ん

者
hノ

下
町
十
二
間

い
た
の
ど
ぜ

け
い
せ
い

た
た
み

薬
師
ア
信
仰
中
ス
ヘ
シ

絵
物
蔵
津
γ

総
か
き

弓
矢

蟻
燭

土
器

塩

見
た

阿
い
物

1.:: 
辺

か
ま

す
み

〈

し

阿
〈

む
し
ろ

か
き
ぬ
い

み
の
う
り

士
む
ら
び
や
う
し

門
外
に

た
ん
ぐ
わ

市
祭
供
物
之
事

母

山
肴
一
か
け

酒

具

紺

ツ

麻

束

刀

一一腹

鍬

具

雪経銭

一
貫
三
百
三
十
文

住
吉
之
大
明
神
ヲ
奉
祭
リ
也

一
冗
和
七
年
酔
十
月
士
口
日

阿
閣
利
法
印

恵
一
桁
上
人
伝
之

J由

此
書
一
冗
本
通
リ
写
置
物
也

濃
淡
ニ
書
候
様
ニ
相
見
申
侯 風

呂
塁

川
肴
一
か
け

絹

足

境
作
之
亘

海
肴
一
か
け

帯

節

布

ツ

袴

具

紙

東

最

本

十
二
ノ
手
箱

馬

疋

鏡

面

腰
懸
ノ
俵

以
上
外
ニ

授

与
竜
伏
寺

ED 

餅

百
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印

且
授
与

境
作
之
烹
ト
申
文
字

墨
色
門

H
U而

ζ

の
文
書
は
若
干
の
資
料
批
判
が
必
要
で
あ
る
。
奥
書
は
後
世
に
書
加
え
た

も
の
で
あ
る
が
、
文
書
は
恵
祐
上
人
が
伝
え
き
て
、
境
作
之
高
に
授
与
し
た
も

の
が
一
冗
本
で
あ
る
。
元
和
七
年
は
蒲
生
氏
が
領
主
時
代
で
あ
っ
た
。
竜
伏
主
寸
は



南
会
津
郡
荒
海
村
に
あ
る
新
義
真
言
宗
豊
山
派
の
竜
福
寺
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

大
日
本
寺
院
総
覧
陀
よ
れ
ば
、

と
の
寺
院
は
長
久
年
間
(
一

O
四

O
l
一
O
四

四
年
)
に
呉
曙
比
尼
が
熊
野
権
現
の
夢
告
に
よ
り
竜
福
山
熊
野
社
を
勧
請
し
た

と
い
う
。
竜
伏
寺
は
竜
福
寺
で
あ
り
、
熊
野
修
験
と
関
係
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
と
の
文
書
は
寛
文
五
年
の
築
田
家
・
士
口
原
家
の
係
争
の
と
き
、
士
口
原
家
か

ら
提
出
さ
れ
た
証
拠
文
書
の
一
つ
で
あ
る
が
、

問
題
は
境
作
之
東
と
は
何
者
で

あ
る
か
、
吉
原
家
と
彼
の
関
係
は
い
か
左
る
も
の
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
左
い
。

こ
れ
で
は
資
料
批
判
と
し
て
体
裁
も
左
さ
左
い
が
、

元
本
が
一
冗
和
七
年
以
前
か

ら
竜
伏
寺
陀
伝
っ
て
き
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
の
奥
書
も
何
時
書
い
た

も
の
か
わ
わ
か
ら
な
い
。

六
、
修
験
山
伏
の
市
立
て
方
式

こ
の
「
連
釈
之
大
事
」
は
修
験
山
伏
が
市
立
て
す
る
場
合
の
原
別
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
「
国
相
伝
之
事
」
は
吉
原
家
が
宗
教
上
か
ら
商
人

司
の
地
位
に
あ
る
由
来
を
証
明
し
て
い
る
。

「
連
釈
次
第
之
事
」
は
修
験
山
伏

に
よ
る
定
期
市
の
定
呂
規
定
で
あ
る
。

と
の
中
に
あ
っ
て
「
母
袋
之
事
」
は
全

文
か
ら
み
て
違
和
感
を
感
ず
る
が
、
熊
野
山
伏
は
金
峯
山
が
金
附
界
を
意
味
し
、

熊
野
山
が
胎
蔵
界
を
意
味
す
る
と
考
え
て
い
た
か
ら
、
修
験
山
伏
の
定
期
市
で

は
売
買
し
念
い
物
と
し
て
七
尺
の
パ
ウ
を
禁
止
す
る
理
由
と
し
て
述
べ
た
も
の

で
主
の
ろ
う
。
定
期
市
の
参
加
者
は
市
場
商
人
と
漂
泊
商
人
で
あ
っ
た
。
漂
泊
商

人
は
イ
タ
カ
・
ハ
チ
パ
ワ
・
ク
グ
ツ
左
ど
で
あ
り
ノ
、
こ
れ
ら
の
売
買
す
る
商
品

種
類
も
規
定
さ
れ
て
い
た
。
虚
無
僧
や
白
び
ょ
う
し
な
ど
も
参
加
し
て
に
ぎ
や

か
さ
を
添
え
て
い
た
。
ま
た
諸
国
を
往
来
す
る
行
脚
僧
が
宿
泊
す
る
タ
ン
ク
ワ

塵
(
旦
過
崖
)

も
な
か
れ
て
い
た
。

「
宿
町
ヲ
立
ツ
ル
事
」
に
な
い
て
定
期
市
の
形
態
と
構
成
が
図
示
さ
れ
て
い

る
。
上
町
四
十
八
問
、
下
町
十
二
問
、
合
セ
テ
六
十
間
と
い
う
の
は
、
市
町
の
長

さ
で
は
な
〈
、
市
町
の
家
数
で
あ
り
、
と
れ
ら
は
二
列
に
並
び
、
街
村
を
左
し

て
い
た
(
図

2
)
。
こ
の
根
拠
は
阿
弥
陀
四
十
八
願
と
薬
師
十
二
大
願
に
も
と

づ
〈
宗
教
的
数
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
九
を
上
町
の
入
り
口
と
下
町
の
入
h
J
口
に
祭

-8ー

t

っ
た
。
上
町
と
下
町
の
境
比
中
御
堂
を
な
き
、
住
吉
大
明
神
を
祭
っ
て
供
物
を

供
え
て
市
祭
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。
定
期
市
は
こ
の
街
村
に
は
さ
ま
れ
た
街
路

に
見
世
棚
が
設
け
ら
れ
た
が
、

そ
の
長
さ
は
三
百
六
十
ヒ
ロ
で
あ
り
、
間
口
は

十
二
ヒ
ロ
で
あ
っ
た
。

と
の
数
的
根
拠
は
一
年
が
十
二
月
、

三
百
六
十
日
と
い

う
月
白
の
数
か
ら
わ
り
だ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
修
験
山
伏
が
商
人
司
と
左
つ

日

一明記手一一+時
M
塩
山
川

温
唱
団
但
軍
事
君
事
君
事
君
事
沼
署

G
C
C
2
4

修験山伏¢市立函

$

8

8

3

3出
3
3
B
白
血
吉
宮
町
3
3
B
3
3
3
3
3
3

上
町
四
十
八
問
問
祢
陪
ノ
四
十
八
願
，
表
ス
ゼ

図 2



た
定
期
市
の
形
態
は
四
十
八
軒
の
上
町
と
十
二
件
の
下
町
か
ら
左
る
市
町
の
街

路
に
こ
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
た
。
こ
れ
は
中
世
の
修
験
山
伏
に
よ
る
市
町
・
定

期
市
の
原
型
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

近
世
初
期
の
高
田
村
の
街
村
が
上
町
と
下
町
か
ら
左
り
た
ち
、
下
町
の
土
地

部
が
十
二
軒
今
で
あ
る
が
、

が
、
こ
れ
は
街
村
が
発
達
し
て
家
数
が
増
加
し
た
か
ら
で
あ
る
。

上
町
の
土
地
割
が
四
十
八
軒
を
は
る
か
に
と
え
る

七
、
結

語

高
田
定
期
市
の
商
人
司
で
あ
っ
た
吉
原
家
は
、
中
世
の
修
験
山
伏
の
出
身
で

あ
り
、
中
世
か
ら
会
津
盆
地
の
南
部
か
ら
南
山
、

さ
ら
に
下
野
国
の
北
部
ま
で

領
土
と
し
て
い
た
小
俣
氏
の
許
可
で
、

そ
の
領
内
各
地
に
修
験
山
伏
の
市
立
て

方
式
に
よ
る
定
期
市
を
開
設
し
て
い
た
。
近
世
初
期
に
小
俣
氏
は
芦
名
氏
に
亡

ほ
さ
れ
た
の
で
、
芦
名
氏
の
許
可
陀
よ
っ
て
商
人
可
を
し
て
い
た
若
松
城
下
町

の
築
田
家
が
、
芦
名
氏
の
新
領
土
に
ま
で
商
人
司
と
し
て
定
期
市
を
管
理
す
る

よ
う
に
左

b
、
吉
原
家
の
膏
人
司
の
地
位
は
高
田
村
だ
け
に
限
ら
れ
る
よ
う

K

左
っ
た
。
近
世
の
高
田
定
期
市
と
街
村
は
大
き
く
発
達
し
て
変
容
し
た
が
、

の
原
裂
が
街
村
形
態
の
中
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

士
口
原
家
の
修
験
山
伏
に
よ
る
商
人
司
と
し
て
の
中
世
的
・
宗
教
的
左
商
業
勢

力
置
が
、
近
世
大
名
の
藩
政
末
端
機
関
と
し
て
政
治
的
権
力
に
密
着
し
た
新
興

の
商
人
司
と
し
て
の
築
国
家
の
近
世
的
・
政
治
的
な
商
業
勢
力
圏
に
再
編
成
さ

れ
て
+
交
替
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

天
野
家
の
所
蔵
す
る
熊
野
権
現
法
印
(
軸
之
書
で
あ
る
「
連
釈
之
大
事
」
は
、

中
世
的
な
修
験
山
伏
が
商
人
司
と
し
て
定
期
市
を
開
設
す
る
方
式
で
ち
り
、
そ

の
原
則
の
考
え
方
は
宗
教
的
な
色
採
が
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
中
世
的

な
市
立
て
方
式
で
あ
っ
た
。
中
世
の
市
立
て
は
い
か
左
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を

解
明
す
る
に
は
、

当
時
の
人
々
の
心
理
(
歴
史
心
理
)

か
ら
、
市
立
て
構
造
を

復
原
し
、

こ
れ
を
解
釈
し
左
け
れ
ば
な
ら
左
い
こ
と
を
強
調
し
た
い
。
当
時
の

人
々
は
か
L
る
歴
史
心
理
を
も
っ
て
行
動
し
て
市
町
と
定
期
市
を
開
設
し
た
と

行
動
歴
史
地
理
学
の
研
究
と
し
て
結
論
す
る
の
で
あ
る
。

か
L

る
視
点
か
ら
天

野
家
文
書
所
蔵
の
「
連
釈
之
大
事
」
を
見
頃
一
す
必
要
が
る
ろ
う
o

(
筑
波
大
学
歴
史
・
人
類
学
系
)

i主
(
1
)
御
郡
中
日
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見
世
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之
次
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延
宝
三
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家
文
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(
2
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文
十
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文
書
六
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事
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寛
文
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年
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田
家
文
書
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)
天
野
家
文
書

こ
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は
近
世
後
期
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高
田
村
の
郷
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回
中
重
好
が
多

く
の
古
文
書
を
編
集
し
た
も
の
で
、
桜
農
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と
い
い
、
神
社
の
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・

そ

駅
の
拳
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・
市
の
巻
・
村
中
之
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・
雑
の
巻
の
五
巻
か
ら
在
る
。

(
7
)
天
野
家
文
書

郷
頭
田
中
重
好
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「
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河
田
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天
野
家
文
書

元
和
七
年



Aizu-Takata， market town held by the intenerant priest in the 

Middle Ages and its historical psychology 

Toshio Kikuchi 

1n this paper 1 discuss the feature of Takata， market town， 
of Aizu basin in the feudal age. Aizu basin was divided two 
domains of the periodical market in that times. Many 
periodical markets were managed by the Yanada's group which 
belonged to the larger land lord. The other few periodical 
markets， on the southern part of the basin， were managed by 
the Yoshihara's group which united to the smaller land lord. 
Yanada's domain spread out in the sourthern part of the basin， 
as the larger land lord defeated the smaller land lord in the 
battle of the latter feudal age. Yoshihara's domain was 
reduced and managed only Takata market which was permitted by 
the larger land lord. 

Takata periodical market was different from the other 
periodic~l markets of the latter feudal age on the origin 
and the structure of the market. It was the old system in 
the former feudal age. 1t was because that Takata periodi-
cal market was managed by the Yoshihara which was the 
itiner~nt priest of Kumano mountain since the former feudal 
age. 
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